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高粱かうりゃうの畠はたけを分わけて銃架じうかの影かげはけふも続つゞいて行ゆく

銃架じうかよ、お前まへはおれの心臓しんざうに異様いやうな戦慄せんりつを与あたへる──血ちのやうな夕日ゆふひを浴あびてお前まへが黙々もく〳〵と進すゝむとき

お前まへの影かげは人間にんげんの形かたちを失うしなひ、お前まへの姿すがれは背嚢はいのうに隠かくれ

お前まへは思想しさうを持もたぬたゞ一箇この生いける銃架じうかだ

きのふもけふもおれは進すゝんで行ゆく銃架じうかを見みた

列れつの先頭せんとうに立たつ日章旗につしやうき、揚々やう〳〵として肥馬ひまに跨またがる将軍しやうぐんたち、色蒼いろざざめ疲つかれ果はてた兵士へいしの群むれ─

おゝこの集団しふだんが姿すがたを現あらはすところ、中国ちうごくと日本にほんの圧制者あつせいしゃが手てを握にぎり、犠牲ぎせいの××（１）は二十二省しやうの土つちを染そめた

（だが経験けいけんは中国ちうごくの民衆みんしうを教をしへた！）

見みよ、愚劣ぐれつな×（２）旗きに対して拳こぶしを振ふる子供こどもらを、顔かほをそむけて罵のゝしる女をんなたちを、無言むごんのまゝ反抗はんこうの視線しせんを列れつに灼やきつける男をとこたちを！

列れつはいま奉天ほうてんの城門じやうもんをくゞる

──聞きけ、資本家しほんかと利権屋りけんやの一隊たいのあげる歓呼くわんこの声こゑを、軍楽隊ぐんがくたいの吹奏すゐそうする勝利しやうりの由よしを！

やつら、資本家しほんかと将軍しやうぐんは確たしかに勝かった！──だがおれたち、どん底そくに喘あへぐ労働者らうどうしゃ農民のうみんにとつてそれが何なんの勝利しやうりであらう

おれたちの唇くちびるは歓呼くわんこの声こゑを叫さけぶにはあまりに干乾ひからびてゐる

おれたちの胸むねは凱歌がいかを挙あげるには苦くるし過すぎる

やつらが勝かたうと負まけようと、中国ちうごくと日本にほんの兄弟きやうだいの上うへに×（３）圧あつの鞭むちは層そう一層そう高たかく鳴なり

暴ぼう×（４）の軛わだちは更さらに烈はげしく喰くひ入いるのだ！




おれは思おもひ出だす、銃剣じうけんの冷つめたく光ひかる夜よの街まちに

反はん×（５）の伝単でんたんを貼はり廻まはして行いつた労働者らうどうしゃを

招牌せうひの蔭かげに身みを潜ひそめ

軒下のきしたを忍しのび塀へいを攀ちとぢ

大胆だいたんに敵てきの目めを掠かすめてその男をとこは作業さげふを続つゞけた

彼かれが最後さいごの一枚まいに取とり掛かゝつた時とき

歩哨ほせうの鋭するどい叫さけびが彼かれの耳みゝを衝ついた

彼かれは大急おほいそぎでビラを貼はり

素早すばやく横手よこての小路こみちに身みを躍をどらせた

その時とき彼かれは背後はいごに迫せまる靴音くつおとを聞きき

ゆくてに燦きらめく銃剣じうけんを見みた

彼かれは地上ちじやうに倒たふれ、次々つぎ〳〵に×（６）き×（７）される銃じう×（８）の下もとに、潮うしほの退しりぞくやうに全身ぜんしんから脱ぬけて行ゆく力ちからを感かんじ

おとろへた眼めを歩哨ほせうの掲かゝげた燈ともしびに投なげ

裂さき捨すてられた泥どろに吸すはれた伝単でんたんを見詰みつめ

手てをかすかに挙あげ、唇くちびるを慄ふるはし

失うしなはれゆく感覚かんかくと懸命けんめいに闘たゝかひながら、死しに至いたるまで、守まもり通とほした党たうの名なをとぎれ〳〵に呼よんだ

……中ちう、国こく、共きやう、×（９）、×（10）、萬……




──秋あき。奉天ほうてんの街上かいじやうで銃架じうかはひとりの同志どうしを奪うばひ去さつた

しかし次つぎの日ひの暮くれ方かた、おれは帰かへりゆく労働者らうどうしやのすべての拳こぶしの中うちに握にぎり占しめられたビラの端はしを見みた電柱でんちうの前まへに、倉庫さうこの横よこに、風かぜにはためく伝単でんたんを見みた、同志どうしよ安やすんぜよ、君きみが死しを以もつて貼はり付つけたビラの跡あとはまだ生々なま〳〵しい。

残のこされた同志どうしはその上うへへ次々つぎ〳〵に伝単でんたんを貼はり廻まはすであらう




白樺しらかばと赤楊はんのきの重かさなり合あふ森もりの茂しげみに銃架じうかの影かげはけふも続つゞいて行ゆく

お前まへの歴史れきしは流りう×（11）に彩いろどられて来きた

かつて亀戸かめどの森もりに隅田すみだの岸きしに、また朝鮮てうせんに台湾たいわんに満州まんしうに

お前まへは同志どうしの咽のどを×（12）き胸むねを×（13）り

堆うづたい死屍しかばねの上うへを×（14）に酔よひ痴つかれて突つき進すゝんだ

生いける銃架じうか。おう家いへを離はなれて野のに結むすぶ眠ねむりの裡うちに、風かぜは故郷こきやうのたよりをお前まへに伝つたへないのか

愛あいするお前まへの父ちゝ、お前まへの母はゝ、お前まへの妻つま、お前まへの子こ、そして多おほくのお前まへの兄妹きやうだいたちが、土地とちを逐おはれ職場しょくばを拒こばまれ、飢うえにやつれ、歯はを喰くい縛しばり、拳こぶしを握にぎって、遠とほく北きたの空そらに投なげる憎にくしみの眼めは、かすかにもお前まへの夢ゆめに通かよはぬのか

裂さき捨すてられる立禁たちきんの札ふだ。馘首かくしゆに対たいする大衆抗議たいしうこうぎ。全市ぜんしを揺ゆるがすゼネストの叫さけび。雪崩なだれを打うつ反はん×（15）のデモ。吹ふきまく弾だん×（16）の嵐あらしの中なかに生命せいめいを賭として闘たゝかふお前まへたちおれたちの前衛ぜんゑい、あゝ×××××（17）！

──それもお前まへの眼めには映うつらぬのか！

生いける銃架じうか。お前まへが目的もくてきを知しらず理由りいうを問とはず

お前まへと同おなじ他たの国くにの生いける銃架じうかを射しゃ×（18）し

お前まへが死しを以もつて衛まもらねばならぬ前衛ぜんゑいの胸むねに、お前の銃剣じうけんを突つき刺さす時とき

背後はいごにひゞく萬国ばんこく資本家しほんかの哄笑こうせふがお前まへの耳みゝを打うたないのか




突如とつじょ鉛色なまりいろの地平ちへいに鈍にぶい音響おんきやうが炸裂さくれつする

砂すなは崩くずれ、影かげは歪ゆがみ、銃架じうかは×（19）を噴ふいて地上ちじやうに倒たふれる

今いまひとりの「忠良ちうりゃうな臣民しんみん」が、こゝに愚劣ぐれつな生涯しょうがいを終をえた

だがおれは期待きたいする、他たの多おほくのお前まへの仲間なかまは、やがて銃じうを×（20）に×（21）ひ、剣けんを後うしろに×（22）へ

自みづからの解放かいほうに正しい途みちを撰えらび、生いける銃架じうかたる事ことを止とゞめるであらう




起たて満州まんしうの農民労働者のうみんろうどうしゃ

お前まへの怒いかりを蒙古まうこの嵐あらしに鍛きたえ、鞍山あんざんの溶鉱炉ようこうろに溶とかし込こめ！

おう迫せまりくる××（23）の怒涛どとう！

遠とほくアムールの岸きしを噛かむ波なみの響ひゞきは、興安嶺こうあんれいを越こえ、松花江しようくわかうを渡わたり、哈爾賓はるびんの寺院じゐんを揺ゆすり、間島かんたうの村々むら〳〵に伝つたはり、あまねく遼寧れいねいの公司こんすを揺ゆるがし、日本駐屯軍にほんちうとんぐんの陣営ぢんえいに迫せまる




おう、国境こくきやうを越こえて腕うでを結むすび×（24）の防塞ぼうさいを築きづくその日ひはいつ。





─一九三一・一〇・二四─
「大衆の友」創刊号（昭和七年二月五日発行）
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